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国内外来爬虫類が分布拡大の最前線で在来生態系に与える影響
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研究成果の概要（和文）：　国内外来種オキナワキノボリトカゲ Japalura polygonata polygonata を対象とし
て研究を行った。その結果、分布が未記録であった地域、気温の低い時期に個体が採集することができた。この
ことから、分布域の拡大と同時に、予想以上に低い気温状況下でも生息が可能であると判断された。形態から胃
内容物分析では、８７種が種レベルで同定できた。その中で最も多かったのがハチ目（主にアリ類）であり、ア
リ類が本地域でのオキナワキノボリトカゲ重要な餌となっていることが明らかになった。DNA塩基配列を持ちい
た分析では、コウチュウ目、ハチ目、カメムシ目、オビヤスデ目、クモ目の配列が検出された。

研究成果の概要（英文）：　Comprehensive analyses were conducted on a non-native lizard, Japalura 
polygonata polygonata. As a result, we were able to collect individuals in areas where its 
distribution had not been previously recorded, and in January and February when temperatures were 
low. These indicate that this species is expanding its distribution and inhabiting under 
cooler-than-expected temperature. Stomach content analysis based on morphology identified 87 
species. The most abundant was the Hymenoptera (mainly ants), indicating that ants are an important 
food source for the lizard in this region. Sequencing analysis detected features of the orders 
Coleoptera, Hymenoptera, Hemiptera, Polydesmida and Araneae.

研究分野：保全生物学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究の成果に基づき、鹿児島県や屋久島町の関係者らとオキナワキノボリトカゲ外来集団の食物網を介した
在来生態系への影響リスクや対策について協議を行い、国内外来種と言う新しい問題を共有することができた。
また、屋久島では住民説明会等を開催し、オキナワキノボリトカゲの問題について啓発活動を行った。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
 移入種が在来生態系に与える影響は、分布
拡大の最前線で評価しなければ、正確に評価
できない。定着して年月が経った地域では、
捕食された個体群は既に消失している可能性
が高い。しかし、移入後あまり時間が経過せ
ず、分布拡大の状況が把握でき、希少種等の
個体群と同所的に分布する例は少ない。 
 オ キナワキノボリトカゲ Japalura 
polygonata polygonata は、キノボリトカゲ
科に属する半樹上棲の小型のトカゲで、中部
琉球（奄美・沖縄諸島）に自然分布し、環境
省等の絶滅危惧種の指定を受ける。本亜種の
外来性の繁殖集団は、最近になって南九州と
屋久島で確認された。特に屋久島では、外来
個体群の生息地が他の森林と連続し、固有種
や他と遺伝的に異なることが予想される在来
個体群が同所的に分布するため、このまま放
置されれば爆発的な個体数増加および在来生
態系や生物多様性の破壊を起こす可能性が高
い。 
 これまで申請者らは、本亜種の原産地であ
る琉球列島において、遺伝的多様性、分布域、
胃内容物等、長く両生・爬虫類の研究を行っ
てきた。こうした基礎調査に加え、分子生物
学的手法を用い、同一種内あるいは単一島嶼
内に進化的に独立な個体群が複数存在するこ
と、類似した分布パターンを示す場合であっ
ても異なる遺伝的分化パターンを示すものが
あること等も明らかにしてきた。このように蓄積された知見と、移入先で得られる新情報を統合
すれば、移入先での生態的な特性や移入経路をより正確に吟味し、総合的で一般化可能な考察が
できると考え、本研究の立案に至った。 
 
 
２．研究の目的 
 
 前半は、屋久島での外来個体群の分布域、個体数、餌生物等の基礎的な事項を明らかにす
る。後半は、成熟サイズや餌生物と環境との関係から在来生態系に与えるインパクト、飼育実
験や形態多変量解析から生態や形態の環境適応、移入経路推定から更なる移入の防止を検討す
る。これらの結果と他の外来個体群のデータを比較検討し、分布拡大の最前線での現状の解明
と今後起こりうる問題に対して包括的な議論を行い、他のケースにも応用可能な総合的対策を
提案する。 
 

 

 

 

  



３．研究の方法 
 
 対象外来個体群が分布拡大および個体数増加の傾向を見せている一方、駆除という長期の取
り組みが必要なことから、緊急性と継続性を重視し、研究期間は４年間とした（実際には新型コ
ロナ感染症拡大の影響により６年に変更）。前半２年は、選好環境や餌生物の形態的な種同定等
も含む基礎的データの収集、および駆除を重点的に行った。後半４年は、駆除後の短期モニタリ
ング、分子系統学的手法を用いた移入経路の推定、形態および塩基配列からの胃内容物同定、低
温耐性等の分析を行った。得られた結果から、移入地での駆除対策や在来種の保全を総合的に議
論した。 
 
 
４．研究成果 
 
 包括的で継続的な野外調査を行い、これまでの調査で分布が未記録であった地域でもオキナ
ワキノボリトカゲの移入個体を新たに発見し、尚且つ今まで活動が確認できていない１月や２
月という気温の低い時期にも個体を採集することができた。また、飼育下では比較的低温条件で
も生育できることが確認できた。これらのことから、分布域が現在も拡大中であることと同時に、
予想以上に低い気温に耐性があることとが確認できた。 
 形態学的な分析から得られた胃内容物の分析結果では、８７種が種レベルで同定できた。その
中で最も多かったのがハチ目（主にアリ類）であり、アリ類が本地域でのオキナワキノボリトカ
ゲ重要な餌となっていることが明らかになった。次世代シークエンサーを用いたアンプリコン
シークエンスでは、コウチュウ目、ハチ目、カメムシ目、オビヤスデ目、クモ目の配列が検出さ
れた。 
 本研究の成果に基づき、鹿児島県や屋久島町の関係者らとオキナワキノボリトカゲ外来集団
の食物網を介した在来生態系への影響リスクや対策について協議を行った。 
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